
 今、3年生は受検合格に向けての努力、1･2年生は定期テストや部活動での努力・・・。生徒のみなさんは、日々

様々なことで努力を積み重ねています。なぜ努力するのか、努力にはどんな方法や心構え、または効果があるので

しょうか。今回、そんな努力論について考えてみました。 

 まずは、努力論で最も有名な3つを見ましょう。 

「天才とは、1％のひらめきと99％の努力である」（エジソン） 

「小さな事を積み重ねること（努力）がとんでもないところに行くただのひとつの道です」（イチロー） 

「努力した者は成功するとは限らない。しかし、成功する者は皆努力している」（ベートーベン） 

この3つの言葉に見えるように、偉大なる成功者は成功へのカギは努力にあることを共通して語っています。スポー

ツや芸術、事業に限らずこの世の成功の陰には並々ならぬ努力の積み重ねがあります。 

  こんな厳しい努力論もあります。かつてプロ野球のホームラン世界記録を打ち立てた王貞治選手(現ソフトバン

ク会長)の言葉です。 

「努力は必ず報われる。もし報われない努力があるならば、それはまだ努力と呼べない」 

人の何倍・何十倍とバットを振り続け、ホームラン王という結果も出した人ならではの言葉です。 

 プロスケーターに転向した羽生結弦選手はかつて次のようなコメントを発表しました。 

「努力はウソをつく。でもムダにはならない。努力がウソをつかないんだったらやっぱ

り練習量を一番している人が毎回、毎回、優勝できるでしょう。オリンピックで

も・・・。どんなに努力している人でも勝てないときは勝てないんだなと思った。

そういう意味で努力っていうものはウソをつく。努力の正解を見つけることが大

切。」 

「努力はウソをつかない」というのが今まで聞き慣れたフレーズでした。しかし、羽生選手

実体験から実はそうではないんだという現実を突きつけ、その上で努力の大切さを説得力

のある言葉と行動で示しました。 

 こんな話を聞いたことがあります。 

「努力して結果が出ると自信になる。努力せず結果が出るとおごりになる。努力せず結果も出ないと後悔

が残る。努力して結果が出ないとしても経験が残る。」 

 最後に、ドイツの作家ゲーテの『ファウスト』という物語に 

「人間は努力するかぎり迷うものだ」 

勉強やスポーツ、芸術に力を入れても、この方法でいいのか、これでいいのかとあれこれ迷い不安になるものです。

ゲーテは努力しているから迷うのであって、努力している証拠だと言っています。 

 中学校生活で“努力する習慣を身につける”ことはとても大切なことです。勉強･スポーツ･芸

術・・・様々な分野で努力ができる押中生になってほしいと思います。努力する習慣は今を輝か

せるだけでなく、将来どんな職業についても花咲くことになるでしょう。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL：http://oshi-jhs.sakura.ne.jp/seito/blog.cgi 
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「新入生説明会」とは別に、今年初めての試みとして

「出前授業」を行いました。本校の数学・技術・理科の

教師が、直接３小学校へ出向き、実際に授業を体験する

機会を作りました。6年生は瞳を輝かせ、楽しそうにそ

れぞれの授業を受けていました。小学生から「楽しい授

業で中学校への進学が楽しみになった」という感想を多

くいただきました。中学校では授業時間が50分となり、

教科によって担当の先生が替わります。小学校にはな

かったことがたくさんありますが、しかし、これまでな

かったことが増える分、楽しさも倍増するのではないで

しょうか。4月7日の入学式で会えることを楽しみにして

います。 

 3月 3日(金) 公立後期試験(～４日) 

        1･2年到達度検査 

     9日(木) 第76回卒業式 

   13日(月) 1･2年PTA総会 

   21日(火) 春分の日 

   24日(金) 修了式・離任式 

   25日(土) 学年末休業日(～5日) 

４月 ６日(木) 新任式・始業式 

   ７日(金) 第77回入学式 

    11日(月) 給食開始 

    12日(水) 発育測定 

    18日(火) 全国学力テスト 

    19日(水) 1･2年家庭訪問(～24日) 

   21日(金) 3年修学旅行(～23日) 

   29日(土) 中巨摩選手権大会 

          ・交流大会(～30日) 

 新型コロナウイルス感染症

拡大の影響から、実施できるか

心配していたスキー教室でした

が、2月12日（金）に日帰り

で八ヶ岳のサンメドウズ清里ス

キー場で行いました。 「ゲレ

ンデがとけるほどの熱い思い出

をつくろう！」のスローガンの

もと、最高のコンディションで

最高のスキー教室でした。普段

教室では見ることのできない仲

間の姿を、笑顔を感じることの

できた１日でした。 

   
 2月３日（金）新入生説明会が行われました。感染症対策をとりながら、

児童と保護者を対象に実施しました。来年度に予定されている新入生は２０

３名です。話を聞く態度や行動も素晴らしく、入学が待ち遠しく思えました。 

 オープニングに1学年の学年合唱を披露しました。1年前の小学校6年生が1年間で心も体も大きく成

長した姿は、児童も保護者も驚いていたよ

うでした。その後、生徒会本部の生徒が寸

劇やビデオで、学校生活の様子や生徒会活

動について紹介しました。説明会により中

学校生活を知ることで、進学への期待が高

まることを願っています。 

 家庭科の保育学習の一環で、今

年度も「押原こども園」の協力の

もと、ふれあい体験学習を実施す

ることができました。中学生が直

接乳幼児と触れ合うことで、乳幼

児への肯定的な感情や理解、自分

自身について考える機会になりま

した。中学生のふれあい体験を見

て、普段の学校生活にはない表情

を見ることができました。 

新入生説明会 

西条小(数学) 常永小(理科) 押原小(技術) 


